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　実践報告

青岩公園で見えるもの

－子供たちと共に野外で観察し，学んだ記録－

和　田　晴　美＊

Harumi Wada　　

はじめに

　下仁田町中心部，上信電鉄下仁田駅より徒歩10分

ほどの位置に青岩公園がある．この公園は川に沿っ

た公園で，青岩と呼ばれる青緑色がかった岩石（御
み

荷
か

鉾
ぶ

緑色岩）が川原に広く姿を見せている（第1図

及び口絵参照）．かつては近隣の小学校の遠足の場

であり，岩の上にはあずまやがつくられ，ベンチや

滑り台もあったと聞く．昭和の初めには現在の公園

駐車場付近には氷倉があり，天然氷が保管され，終

戦直後のころには現在の新合之瀬橋の下付近にはス

ケート場もつくられていたという．今あずまやは洪

水で流されてわずかに土台を残すのみであり，一帯

はほぼ自然のままの川の姿をみせている．

　この公園は西牧川，南牧川という二つの川の合流

点に位置している．西牧川は北西から，南牧川は南

西から流れてこの場所で合流し，鏑川となって東方

へ流れ下っている．なお，現在の国土地理院地形図

では，西牧川は鏑川と記載されている．

　この付近には中央構造線が東西に走っており，こ

のことからも推測されるように，流域には時代の異

なる地層や岩石が分布し，川原には様々な種類の石

を見ることができ，川原の石の観察会が盛んにおこ

なわれてきた．

　1999年設立以来，下仁田自然学校ではこの青岩公

園を野外観察会の場として，長年にわたり実践活動

を行ってきている．本報告では，2018年上鷺宮小学

校の野外観察会の内容について報告する．

小学生との観察会から学ぶ

　川の流れと，大小の石の転がる川原と，御荷鉾緑

色岩の岩体が見られるのが青岩公園だ．この場所で

の子供たちとの観察会を紹介する．石の観察につい

ては別の機会に譲り，今回は川のはたらきについて

とりあげる．

　第2図左手の水路は西牧川，中央の流れが南牧

川，中央部分の岩体が青岩とよばれる御荷鉾緑色岩

の岩体である．青岩の右側（第2図右端）は平常時

にはわずかに水が見られるのみだが，洪水時には大

量の水が流れる．
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第1図　青岩公園の位置
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洪水により運び上げられた石

　第2図に見られるように，川原のあちこちには大

きな礫が見られる．その中から青岩の上にある大き

な礫のいくつかに矢印をつけた．丸で囲った中に見

えるのは人．矢印の巨礫が水面からかなりの高さに

あることも見てとれる．

　2つの巨礫の背後には木が見えている．巨礫と木

を別の角度から撮ったのが第3図である．木の右に

見える2つの塊が巨礫，一番右の盛り上がりは背後

に見える跡倉クリッペの山（御岳）．

　地元の人の話では，巨礫は2007年の洪水の前には

1個しかなかったという．ひとつは2007年の洪水時

に運び上げられたと推察される．

　青岩の上には柱状節理の特徴をもつ安山岩の礫も

見られる（第4図）．ここから 20 ㎞程の南牧川上流

域では柱状節理の転石が沢の中に見られた．洪水に

よりここまで運ばれてきたと推察している．

ポットホールと衝突の痕

　観察会でいくつかの水の作用の跡を見つけた．

　青岩の岩畳の表面には小さなポットホール（第5

図）が多数観察される．

第3図　青岩の上の2本の木と2つの巨礫　2020/1/5 第5図　小さなポットホール

第4図　運ばれてきた柱状節理

第2図　青岩公園を上流側（第1図左）から見る
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　大きなチャート礫の表面には，石などが当たって

できる衝撃痕（三日月形・円形）が見られる（第6図）．

　こうした衝突の痕は，第3図の2本の木の幹にも見

られる（第7図）．幹の下半部にみられ，洪水時に流

れてきた小石等の衝突の痕と推測される．洪水時，

川からはぶつかりながら流れる石の音が聞こえてく

ると，地元の方からうかがった．石が木の幹に当

たって，その傷跡を残しても不思議はない．

子供たちは，川原をどう見ているか

　2018年，上鷺宮小学校6年の生徒と青岩公園で観

察を行った（第8図）．まずは自分たちの身近にある

川について聞き，さらにいくつかの質問をしながら

観察をすすめた．

　質問内容は，第12図参照．

  質問 1

川原に大きな石（人の背丈より大きなチャートの巨

礫）があります．この石はどうしてここにあるので

しょう．

①　もともとここにあった

②　川が運んだ

③　人が運んだ

正解は②

どれかに手をあげます．

子供たちはどれを選んだか．

思いがけず，意見が分かれる．

  質問 2

こんな大きな石を，川はどうやって運んだの？

意見をだそう

「洪水の時に」と，すぐに答がでた．

  質問 3

川の真ん中に青緑色の大きな石の塊があります（青

岩のこと）．この石はどうしてここにあるの？

①　もともとここにあった

②　上流から運ばれてきた

正解は①　　②に手をあげた子もそれなりいた．

第7図　木の幹に残る傷跡

第6図　チャート表面の衝撃痕

第8図　川原の観察会
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　小山のような大きな岩体だが，大きな石が流され

てきたことを直前に聞くと，この岩も流れてきたと

思うのかもしれない．あるいは，クリッペの話を聞

いていて，ここには別の場所から移動してきたもの

があるのではと思った生徒もいたかもしれない．

　公園の青岩の上にのぼり，大きな礫やポットホー

ル・衝撃痕といった，水の作用による現象の観察を

行った．子供たちは小さな部分にも目を近づけなが

ら観察していた．

川の流れと堆積・浸食作用

　川がカーブするとき両岸で川岸のようすが違うこ

とを，小学生は理科の時間に学習する．青岩公園で

もその現象を見ることができる（第9図）．

　第9図で川は橋の下付近をカーブしながら手前方

向へ流れ下っている．写真の右・カーブの内側は小

石の川原，写真左・カーブの外側は石垣やコンク

リートで固められている．内側は水の勢いが弱いた

め礫がたまり，外側は水が勢いよくぶつかり，岸が

削られている．

　子供たちも，教科書で見るだけでなく，実際の場

所で見るのはよい体験となるのではないだろうか．

　川原の礫に目を向けると，小石が同じ方向に傾い

て見える．これは水の流れのある所で起こる現象

で，流れの方向がわかる．第10図では，右から左で

ある．子どもたちには他の場所でもこの現象を見つ

けてほしいものだ．

段丘礫層

　川岸の崖の最上部付近を注意深く見ると，川原の

礫と同じような丸い礫が見つかる（第11図）．

　これは川が運んだ礫が堆積したもので，現在の河

床より高いこの場所が，かつては川であったことを

伝えてくれる．大地の歴史を考えさせてくれる段丘

礫層である．なお，これは小学生への説明は行なわ

なかった．

　この後，川原の石の観察を行って，観察会を終え

た．

　これからも多くの人に気軽に自然に親しんでいた

だき，自然を学んでいただけたらと願うところであ

る．

第11図　段丘礫層　丸い礫がならんでいる

第10図　川原の石の並びかた

第9図　川のカーブと堆積・浸食
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これからも観察会を

　今回は青岩公園を舞台として川のはたらきについ

て紹介したが，まだまだ多くのことを学べる場，豊

富な体験の可能なのが青岩公園である．

　口絵には岩石と枕状溶岩の紹介をのせた．

　見慣れたはずの場所にも，いろいろ教えられるこ

とがある．

　身近な場所にも，よく見ると発見がある．

　視点を変えると新しいものが見えてくる．

　そんな感想を抱かせる青岩公園の姿である．
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第12図　学習プリント




